
難 録

滞欧座談

教授 E寄与主博士 鳥 潟 隆 一
私が今度l歌洲に参りましたのは第8同医際外科与！千？に日本の合員を代表して出席すると

云ふ事が公用で有りまして．共の他にもーッ．私円］と言へ：f私用ですが教室の仕事を粂て

居？とのでありました。

先づ間際外科墜舎なるものの如何なるものであるかを設明致して置き度いと思ひますが

間際云々と名が附いて居りましでもその内存は真の意味の閏際的なものではなくて、此の

謬舎は潤逸、喚太利、土耳古等の諸闘をカ11へて居ないので有ります。 gpち欧洲大1践で併蘭

西に反tNした諸闘を線、て除外して、本部を白耳義のブラッセルに置いて居る皐合でありま

す。そして毎墜舎を、調逸を中心lこ取り巻いて居る悶々でII固有ニiこ聞き、調逸を大いに嫌が

らせて来？とものであります。

前喜善舎から、日本も此の間際外科皐舎に入合する様にと本部から糊誘がありまして、そ

の際三宅九大教授から「如何にしたものであらうJとの相談が私にありましたから、荘、は

「若し此の際澗逸をも入合させるならば日本も入合し様と返事してけ如何」と云ふ設を!141し

ましたが、結}i.)「それは少し不隠嘗だから、先づ日本が入合して然る後に精逸を入合させ

る様に納め椋Jと云ふ事に決着したH；ないきさつがあるのであります。

然し日本の取つれ此の態度が、調逸の外刊陪をみ（：fせたととは非常なもので、封日本人

への感情を随分と革IIげたので、あります。 Ji没後調逸人が日本人K1iHして抱いた感情は可成り

に悪かったもので、そのt貫教室の伊藤＇ 'IUIとの業績を濁逸外科早雑誌に喪去し様と思って原

稿を；法ってやりましたら「若し貴方が~a;i逸を岡際外科書具合から除外する事が.＇ifいと思って

日ると云ふ諮文を書いて寄越すなら、此の原稿を受け附けてやらう。ー！ との返事を貰って

共の言の通り詩文を書き、論文を載せて貰った事がありました位です。（Deutsche九 it-

schr. f. Chir. Bd 1出、 1924，お. 124 参照）然し調逸側では 1929年明逸外利早合長

Kiittner の主flきj'i'.]i釦士断じて、 そんな外科事合lこ入令するものでは無い、 と迄云って吊

る次第であります。（Eiitt.nerが間際外科早合へDi.l:へた意気:ltl：烈な書面はいつか諸宗へ例l

JI~毘致します。）

以上で間際外科製舎なるものの疋態は御解りになりましたらうが．墜合そのものに就い

てr¥Iし述ぺましでも、間る非主律神I的で、-Jc'K五分は夫人、令嬢同ilの同席者で占められ、従っ

て云はぱーツの懇親子TV'l如きものでありました。詳しい啓z舎の報告は日本外科製曾雑誌に
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も載せて置きました通りで、とのe'!IこIHる事はイ11Jも-f:1~＇＂~て、もなんでも無いので有ります。

訟にはどうも此・？11こ同家のくr.：を費して代表を法 I）出さねばならぬ稗のものではない様IC思

はれました。

そして．此の際の演説、議事等lま後に印刷になるのでありますから、その「バンアレツ

ト」を説めばよい諜で、此の方が遥I亡布意義のよlにも｝.＼：、はれます。

只此の謬舎で目につきました事は合員諸君が令長、選患と云ふ事4 りも、 :;7（回の宿題を選

む事に甚だ熱心で・るった黙で・ありました。つまり自閣で一番進んで‘居る研究を宿題に拳げ

様とするのであります。それは第 1.脊椎管内腫壌の診断及び治療第2.非結核性肺膿場

第 3.食道の外科。以上の三ツで②ります。後に至り「外科的b¥i証酔法の！脱近の進歩」といふ

のが第4の宿題として迫力I¥になりました（1930年 1月2日）。

とのうち第3の食道の外科に闘しましては1925年以来敬呈で千j塁間胸術を行ひ、又近来

平盤開腹開胸術を行ひまして．食道への新しい到達路乞開拍ー致して居りますσで、此の問

題に闘しましては多少とも、物を云へる材料を持って居りますから、先づ訟は此の題にも

投票致したので有ります。而も幸ひにそれが採揮されましたので、すが‘号た同の

非京大の外科カ為らも人を迭りたいと思つて居る多C第で‘乏》ります。

その他に「外科lこ於ける『ワクチン』」と云ふ題もるったのでイえばそれへも投票致して置

きましたが、此の題は不幸探捧にはなりませんでした。蹴百十｜では最近外科方面iからも「ワ． 
クチン j問題が云々される事が盛んでありまして、今回の Hartu刷 111の合長演説のうち

にも「ワクチン」及び「アナトキシン」に迄言及致して居たのでありました。

間際外科，製舎なる ものの大惜の概念は以上で~！よきて居ると云つでもよいのであります。

公用はとれで消みましたので、私は直ちlこ瑞西のぺμ ンlご参りました。私の今度の同事

と巾しますと、 I食薗現象「イムベヂン」作用に閲する教室の業績をi!t界的l乙夜表するにあっ

たのであります。向ほこミルンは．夜、が1Dl2年に渡｜歌致した時lこ1917年秋まで滞留した土地

でありまして、此の地は弘の先生の故伊藤名春敬授が Kocher先生の下で勉強された所

であります。それ故l亡訟も自然と此の地に引きつけられた語でありましたが、此庭のえ撃

に参りますと、先輩諸氏の色々の逸話を聞き得るのであります。たとへば伊藤先生は、頗

る勉強に熱心で、賓験問の家兎喜多も自ら下宿へ持ち蹄って飼ふて居られたとか、アーレ河

で釣った魚、を自ら「フライ」lこして食べて居られたとかの類でありまして．とれと云ふのも

るちらのえ撃には住込みの夫婦者のノj、伎が居りまして．代々永住して居るのでありますか

ら．その聞に出入した人々の逸話は随分と詳＊Illに聞く事が出来るのでるります。此の位込

み小使ひ制度はやf1々 良いと思ひまして、 I見に;f;l共の教室でもその制度を採って居る様な北

第であります。
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活は他iこ外れましたが、そとで10月1日から著書の第lfiの原稿を書き始め、4，，：年の正月

ど！とii"迄l二．ーと先づ！？：稿の下書きは格ったので・あります。 ；｝~＼. 、で・ 2 月初めから． それを

「タイプライテング」ずる矯に伯林に出て参った語で＇ 6月中頃にはた闇片附いたので・あり

ました。此の書の出版はグスタフ・フイツシヤアが引き交けまして.4ヶ月以内に出版する

とム－ふ活が決りました。

校iE等は 3人掛で夜牛IC不．る迄従事致したので・ありますが．イ'fl林を出護ずる 2日五IHc.ヲt-

うじて製本情みの 2 冊を手l乙入れ、 1 冊はすぐ伊藤先生の~~·：！ ~lili ＇こ咋げる常＇L.鳥取へ護送し

あとの 1冊？と、け持って蹄った様な韓であります。

ベルンで・原稿を書いて属りましたうちに．私にとっては忘れ聡い一つの想出があります

11月牛ばの或る寒い夜、弘古川‘つもの様に机に向って「ベン jを走らせて居りますと丁度裏

庭の窓の下から．大地から勢強〈湧き出る様な合唱が響いて参りました。宿の娘も登って来

て．それと注意をとして呉れましたので、窓主排して肯を！日して見ますと、後庭に続く隣家

の花閣の中l乙男よと30人ばかりが、てんでに蝋燭を持って合唱して居るのでした。丁度アーレ

河から立ち芥って来るさ湯に包まれて．情慢の灯と蝋燭の：lJは芸評の様tCi1lんで、近くや遠

くにある縦の樹や地物等が~絡の様に現はれて何とも云へ無い「ロマンチック」な光景であ

りましたが、外はもうかなり惑いにも拘らや人々は熱心に各種の合唱をして居ります。合

唱の文句ははっきりと理解する事は出来ません。~が只ーケ所、 ニxの文句だけは、はっき

りとのみ込めたので・あります。

"Das F'euer brenn七sosehr, 

Die Liebe brennもnochmehr. 

Das Feuer kann man liischen, 

Die Li白bekann man nicht vergessen." 

此をこ聞いた時私は妙な感慨に打たれたのでした。と 11~ しますのは訟が大撃を卒業しました

時、卒業「クラス」舎が紙閣の中村雄にありまして、その時例によって満を引き痛飲され耳：

店店fI乙熱してほる．故伊藤名件数托が中腰で身振りをされながら、此の持伝］を口語lliまれて

弘にとれを課して持って予｜互いとの御話でした。その時：訟は「かしとまりました。」とi川容へ

致して、詳は印座ICI！主稿で出来ましたが．その後十数星霜遂にそのJ＇；~文を御目にかけなし、

-,1可に先生l'i仰亡くなりになった桜なととで御座居ますが、 ζれをこ想ひ出して.'.2:1C:沈んだ以

持ちになり、弘は窓を閉めて.fl}び先生の詰買ーに封して机l乞向ったので・あります。市も此の

合唱は亡き人を悼んで‘の合唱だったのでありました。何時か、どなたかが．此のベルンの

地に行かれるととがありましたならば、恐くあの挫物は永久に残って居るで ffりまをうか

ら．その家の三階の角の部屋でI~潟が箸え~＇乙耽りながら此の様な！：長 i ！.~＇I乙打たれてあった事
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を偲んで＇V、ただけたならば二いだと思ふのでイfります。共の家はベルン大事ベ文芸の後方で

Ge日ellsehaftsstrasse] 2日干上也であります。

これがその著書でありまして DieImpecliu印刷・heinm1g’と題して泣きました。

弘は此の著述のr:1』で位；岩現象を指標となして.Ht々 の「イムベヂン」現象乞検討致しまし

て、就中「イムペヂン」を産出する生物の限界を決定し、又認性腫溺lこ於ける「イムベヂン j

現象と云ふ、全く新しい腫場の生物製的事賢を立請する事が出来まして．たとへば家鶏粘

液肉腫、人間紡鋪月三細胞内陸、又プレキスネル系r'Ll司副腫等の護生！原因は微生物純である

べき事主提唱致して置いたのであります。

話が自分の事にのみ渡って甚だ恐縮ですが、校IEの仕事も片附いて参りましてからは、

その飴暇乞利用しまして所々の大串や病院をと観て歩きました。

見は好んでハイデルベルヒの Encl etおn 教授の許に参りましたが‘同教授は今年72歳

｛立で買に隠かな落ちついた人でるります。訟はこの前 (1927--8年）に猫遁に参りました時

も出掛けて行ったので、もう先方でも拡を見知っていきなり握手の手を出す程でありまし

た。可成 I)の年輩でありながら、少しも手術中の手先きは廷はないので有ります。一胞満

場の大撃敬授にはι『人の人が多く．而も梓熱心に勉強致して居りまして日本の絞lこ誰も彼

も一律に 60歳で停年と栴して敬長の職を退いて貰ふ様な事は如何かと私は考へて居るも

ωであります。

ピーア敬授は人格者としても仲々評判の良い人で、先年来彼が唱へて店る錦灼熱療法を

行ふた忠者主色々津山iこ見せて貰ひました。その方法は灼熱した儲の棒で・創面を焼き、共

の後創面を正1確に合せて置くのであります。此れによって彼の所謂 l'raktischprimiirに

創傷は癌ると言ふのでありました。そして同教授は「自分の方法主同国人で迫試して央れ

るものは少ない」と云ってl嘆いて灸治療の殻達した日本の外科笹山方が却て自分•） ;:Jh~i去に

向って同情があると忠ふと，，~されて1/i I)ましたので、 1;4(j:.J/H；年の最後のTIに於て言を此の

賄lこ迄及惜しビーア敬設の方法に依れば宮出易の肉芽両lて存在する「イムベヂン」が岐却され

て、l食胡現象も旺盛となり、化日比創も容易に治磁ずるものであると解樺附カ！＼して世きました

何慮の閣でも自問人の創見等l土追試するもけが少いもので、とれば調逸だけに限ったとと

ではありません。 1自逸よりももっとひどい閣もあります。

与矧也伯林lこはヱンダ｛レン門下のマイエルや脳外科を標唱して居るハイマン等カ；：，1；・りま

す。ハイマンはノゎ修業時代の人で．従って随分患者の死亡率も多い様でありますが、そ

れでも患者はどしどし集って参ります。と~ 2-3年でj三次になる人でありませう。此の鮪

日本と可成りに具って居ると忠びます。日本なれば、よし 1人や 2人の死亡者があっても

相饗らすエ忠一討をと返ってこれと忠ふ外科臨を）＇－！点させ様と作"jjI古iから仕向ける様のことは先
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づ！n~いかの様lこ考へます。

4月i乙は猫逸外科皐・舎がありました心で、：抵はそれにも出Ii（，＇して 4日｜日1fo：日傍掠し：とし

た。此の市舎に：um；す之iには強め Gastkarte を求めて世く1必要がありま して．墜合開催

中は門番の様なおーが入口に居って．此心！カルテ」を調べて入場をこ許可するのであります。

さうして、単f~~＇i 一分v,;f)iH:ili：人を整理．致 して居 ります。 こ ~ L·1!/.( Iこ演説~1111: 出たり入ったりし

て倉場主総Lす事は全然ありませんで、 7--8004の食合でも iil•~ Iこ静粛なもので有りました。

とれは日本でも民似て良いと忠ひます。；作家.；）多敢なのをーツの誇 ｜）とせんが需に野手C店

主津山入場させねばな らぬととはありますまい。

曾場ii Chmite病院前の Lm1;;¥・nbeck-Vird1川 Haus でありま した。ととは千栄は

シーメンス曾祉の捺械を陳列して居りま して、一切の器械の説明をして央れます。又問自Ji

-1：，，－の闘望｝主 もあ りまして、 日師でdうれば設でも1Tって自由にJ以り出して読める仕組になっ

て局ります。京出．或は東京等でも島沖、或は風雲堂あた りが、と<l;;i'Ji；与えlb物をと遣って央

れたらどんなものであ らう等と思った りした事で・ありました。

色「場は政段式の階段1おから成って居て．日本に必ける様IC岡、表等でごたごたする事は

ーつも無く ．民~1~ lこ－］J,i；えである「エピチアス コープ」及び「ヂイ アポヂチーフ」の使乞以て情

まし、貨に気持ちよく運んで居ります。

一槌日本で、現今のfiiな大きい去ベ＇＼；，；;jを持ち出す様になりましたのは、その昔、夜、が河

村↑専士迷と共力して． 「自分のー云ふ事は耳から入れるばか りでなく 、同からも注入して印

後を強めなければならない。」 と主張してやり出してからのりもに思はれます。 E両の i:.~－の

上下左右Kl主カイゼル始めランゲ ンベツク 、ピルロート、フオルクマン等知名の外科皆の

行像が懸けてあります。日本の現；iたと比較してたます、には居られません。

(.jJ$；で匹！に附き ました事はム午昔べc. tp： ：丸山町ない事む した。 ？！~ し左の 4i (l に決｜品1 「メンズー

ルJi/)j却を持った人iJ；多いのl引一iに附きました。印］ち此の傷のある人は Akademik白rj；こ

るの詮様でして、大率的j長尚早！払フ敬養のある立i反な＊＇P土たる事を物語って居るものであ

ります。之に反し人聞に何等の口萌すべき目標もなくまた徳義上の；［，IJ}ふも無い悶では6鬼

従行になるのは首り前です。それで、すから硝逸では「メンズール」の傷を持って居る人にな

らば一泊l識なくても信組して物を~{qよる事がIH来、 （，＼崎 して物乞託する事も出来るのであ

ります。今日でも姉友子が共のHiな人との掛約をj以迎ずる のは首り前であります。故伊総

名制敬広ーがtrて「製j1Jtj人物共にい服すべき外科堕が一つのl剖鯉主作り． やたらな者はそれ

に加入させぬ事lこしたらばよからう 」と言はれたととがありま した。

合長は主二主ρ±三シ三三之でありま したが、彼の座長振り は踊る臨妙で．又.，：.r則の 4

日間一l院も共のJ市を離れまサんでした。とれは日本に於ても我々が率先してその範を作つ
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たものでありまして、私は合長アこる者はたとへば排尿の必要を感やる場合たりとも席を立

つベきでは無く、終始その舎を鹿理す可きであると、信じて居るものであります。潤逸外

科事舎に於て偶然にも同様の合長振りを見て「是ある哉ー」と心私かに喜んだ衣第でありま

した。

第 1日に問題になりましたのは「アグヱルヂン」肺酔で、ありました。 1928年に私が潤逸に

参りました時には「アヴ‘ヱルチンjf,f'i貯が盛んに行ばれて居りまして、市も全部直腸麻酔で

ありました鳴に、その粘膜が犯されて不快な副作用を呈して居りました。鹿が子空Y竺~竺

がとれを静脈内にやる事を始めまして．それを報告致したのであります。

此時合長アンシユツツがそれに封して先づ最初の討論をやりました。即ち「静脈内注射

を行ふのはよいが、飴計やり過ぎた時に悶るだろう。直腸肺酔であれば過ぎたと思へば洗

粧して其の調簡を行ひ得る。」 と云ふのでした。すると披はとれに封して吹の様に答へま

した。 「以上の事は直腸麻酔にでも同様に言はれる事であって直腸肺酔でも過ぎたなと思

った時は既に血管内に吸牧されて居る時であるから、どうにも出来ないのである。」そして

静脈内には一定の小分量宛々を徐々に注射して行くものである事を附け加へて居ました。

然し大多数は静脈内注射には反封の枝較でありました。その日の午後、向ひの Charite病

院で患者の供覧が有りました。私も見に参りましたが、思考は一つ、二っと聾を出して大

方 17を敢へる頃には完全に麻酔に入って終ひました。その際淋巴腺の別出術を行ひ、 20分

もして．又次の居者の手術l乙取り掛る頃には、前の人は杢く肺酔から隅めて歩いて来る有

様でした。患者に聞いてみると苦痛は何も無し・と云ふ事で、外来用として或は遁して居る

枝にも忠はれます。然し此の際も討論が入りまして、 「静脈内に注射し様として色々準備

をする事は、是から麻酔をかけるんだぞ、と云，：、不安を典へるもので飴 IJ 讃めた事では生！~

い」と云ふのです。

「アグヱルチン」麻醇で‘は御承知心杭に、我々が肺11¥'Pに向って要求する筋肉の Rigidiもat

を除去する需に参りませんが、調逸が何故にとの麻酔に向って数年来共の研究を持積追及

して行くのかは、一寸解障に苦しむのであります。或は自分建が「アヴヱルチン」を遣った

からでありませうか。又、従来からの肺何千と云ふものに不足を感じて居るからでありませ

うか。

然しとれも文化が進み過ぎた結果痔痛への感受性が非常に琵達して．何んとかして陪ん

やりした気分のうちに手術を済ませ度いと云ふ似与の一つのもがきでは無いかとも親られ

るのであります。其の他「ペルノクトン」肺酔等も研究されて居ます。

此の日は更に Stichの宿題報告「出血」が有りましたが奇異にW.ひましたのは、その療

法のうちで輪Jfn_に閲して話が無かった事で・有ります。此りわ題報告に封して一つの遁加が
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ありました。それは頭部む臨場を・，：；・~·.＼ i ·~＂＇ 11n r.：・；で除去した例を象げて照りました。其の時合

長のアンシユツツ＼j'直ちに「今の温加は宿題と関係が無いでほ無いか」と：注意致しましたら

共の入は「凝血器を以て」と符へて平気なものでありました。 合場は笑ひで満たされました

が、何か一寸した事ーに開聯をつけて自家例を持ち出さうとする所はなかなかK面白いもの

であります。此日の印象で私Kl:tキルシユネル：が－if：討に入りました。 4皮lヲ後午必十大立

物になるものと思はれました。

第 1日の晩には 7時から11時頃迄「レントグン jや手術操作の祈担1需買のみが秩序よく映

されて．誠に整然たるものがありましたが、此等は日本の皐舎で真似しでも良いものだと

思ひます。

2 B「lにも一つの事件がありました。マグヌスが Varix: を除去した方が良いと言ふの

に針してフイツシヤアは除か守・に保千｛的めが：を行った方が良いといふので、演壇の土から

と座席の下からと掛け合ひで色々議論を闘はして居りました。が、此の時合長土三三三＝－－＇才

ツが唱，l¥T！】宮1:ns bat Becht‘‘とあつさIJ言つて退けましたので

す。合長の此の言lこ堂Jしてフイツシヤアは何とも思つて居ないものの様で．叉、マク’ヌスに

しても「ぞれみたか」と云ふ感じも efn~ く、雨方ながら誠にさっぱり致して陪ります。

相官のーた家連で而も此の遇l〕でありますが、此が日本の；原！舎で起った事件だと致しまし

たら如何で、有りませうか、思ひっとに過ぎるものがありませう。日本の犬家諸君はもっとも

っとあっさりする時古をせねばなるまいかと考へまず。此日合長アンシユツツはfl't：日 l士桁

んなでキルシユネルを攻撃し過ぎたね：に思けれたがそれは悪るかったと、；主べました。此

特に直情何行で賓Kあっさりして居ります。

叉此の日胃潰疹を除去す可きか否かの問題も使んに討論されまして．大慢の意見としを

しては除去しない方が良いと云ふ方に孫ち附いた様でありました。然し Kappisや Sta-

rlinger等は「ウルクス」は凡て除去・した方が良いと言ふととを力説して悟りました。そ

れで、令長の土ン－＂ユツアは此の際も如何に云ったかと巾しますと、日く「『ウルクス 1Jf1.

るぺし。大いに取るベし。 Abersebr 恥 hrsehr von;ich七igjとれで討論は終結となっ

たので・ありました。

又姥日目であったか、はっきり致し全せぬが、 ~－~！i,三ず~の手術文では安痛感に費化

の1!!¥I.、事があるから， Hinterhornを切断するともっと川県が多L‘と云ふ事を護表した人

がありました。共の千術々式等fZ:闘しましては何等報背する所がむりませんでしたが．近

日中にff!~.L~に護表になる事と足、はれます。此の演説に封して令長ア ンシユツツは市i~rを述

べて腐りました。

CciPn .. 11 が胃＇.＇£摘出術なる題の下に、その方法を述べて居りましたが、之はたしたもの
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ではなく我々の教室でやった平鹿開胸開腹術に依る胃会別出術の方が遣に優って居ると思

ひます。 L-iγ人のやる事だから何もかも良いと云ふ事は無いのであります。

2日目だったかに又一つの事件がありました。ある演説の最中に、前列に居並んで属？と

老犬家連の問に小さな紙片が盛んに往来して居？とかと思ふとアンシエツツが立って． 「諸

君は今此鹿で一枚の祇片があちこちと手渡しされて居るのを不思議に忠はれるでありませ

うが、之れはある新聞が滴逸外科撃舎を馬民を以て侮辱（beleidigen）したもので、之れ

に劃して如何に産分したらいいか諸君の意見を聞きたいのでるる」と云って．その新聞を

「ヱピヂアスコ｛プ」にかけて映して見せました。みますと手術墓を固んで居る著名の老犬

家連の似顔霊がありまして．その後ろに死神が錐を持って立って居る檎なのであります。

合長は『舎員中で誰かとんな窮買を掃らせた者があるか』と等ねてた分立腹の態でありま

したが還に恒三三教授が起立して「とれば小新聞の仕事l亡過ぎないから不問lとして置いた

らいいだらう」といふのでその憧になりましたが、此れ等は一方より云へばとせとせし過

ぎるとも云へますが叉かかるーノl、鎖事をも忽にしない潤逸流が窺はれるのでるります。

叉或る人が立って「ヒベルアチヂテイト」（Hyperaciclitiiめに Vagusを切断したと云

ふ報告をしてかかる手術は澗逸lこはまだ知られて居らぬと申しますと、他の一人が叉立っ

て「自分は同じ手術を既に 700人に向ってやった。 しかし其の効果に就いてはピlunkle

Zukunfも」だと繰り返し繰り返し言ひ需の様に巾しましたので、聴衆は大笑ひでした。

即ち調逸外科醤の中にも患者を説きつけて効果不明な手術を只無暗に行ふ者があるもの

と見へます。

調逸の外科撃舎も徹頭徹尾翼間日臭って居る韓ではありませんで、時には此の様な御愛

情的な話も飛びだすのです。或る人は演壇に上って演詮中に「自分の息子は今た阜で勉強

して屑るが、それが卒業したら此の問題に就いて更に大に言はせ乙」と云って聴衆を笑は

せたりして居りました。調逸の早合では合衆の耳が肥ゑて周りますから、 『しちくどい愚

なととを述べて居るな』と私共が心中に目、って居りますと合衆も亦た同感だと見へて足を

ばたばたさせ床を叩いて演説を中止させます。合長が進んで中止させるのを特って居りま

せん。それですから舎長も柴です。不常に合衆が「足づり」を始めた様な場合は曾長はそ

れを中止させます。或人が原干！？〔の朗読演説を始めましたら合衆の「込づり」でいきなり中止

されました。此の3慌に合衆から演者に:;Jmへる制裁がなかなかきびきびして民ります。

早合最後の日 lこはザウヱルブルツフが結核に封ずる無食盤食療法の話をしましたが、と

れに依れば1之円結核はよく癒る校l乙忠はれます。加工大連の近森、↑フくの平山雨教授と共に

共の調理場lこ出掛けて質際に無食盟食なるものを味ふてみました。仲々味の良いもので、新

鮮な果物をも津山添へて居りました。とれに日光療法や大気療法を加味して居る所もあり



122 日本外科突曲第八曜を第 一 銭

まして、叉桔接患者は四季を通じて暖房も何も無い「パルコエー」ι寝かしたまま外気を吸

はせて居るのであります。

との無条盤食療法は賓際はサグエJレフソレツフの助教授の Hermannsdorfer・のやった仕

事でプ氏l生席上でも「新聞雑誌等では訟の効を盛んに讃へて居りますが事賓はへ氏のやっ

たもので、私は恐縮して居る」等と云って居りました。ザ氏t1:其の席上で・「私はP11と云ふ

事は何の事だか知らないのです」等と平気で・云ふのでるりました。此の様なlfi".Iては聴衆は

無論どっと一度に笑ひます。

へ氏はその夫人と共にとの研究に従事して、可成りの年月を過して居ります。一つの主

題に夫婦で全力を奉げて突き進んで行く所は、流石にドイツ人詳しく日へば調逸系の猫太

人？でと思びます。

日本人は他人それも外闘人の完成したものを始めて自家用にするといふやり方が多くて

云はば「サナダ」患の生活であると云へるでありませう。

皐舎最後の日 l亡は舎長が挨拶し其の中l'L.『演題が 60.討論迫力nが 200.問題は凡て精還

されたものばかりで賢に調逸外科の立波な観兵式（Paradめである云々』と述べて居りま

した。私も心中それは決して誇大の言では無いと感じました。最後にパーセルのへンシヱン

が起って舎長に到する謝辞を述べ食衆は其の高歳を三唱し相互に握手し "auf ¥rieder-

sehen！”を言び交して静かに退散しました。私は最後の最後まで見回けるつもりで更に

其の光景を見て居りましたがウヰ三ンから来た若手のスターリングル Stn.di時 ・erが老犬

家からしきりと握手され言葉を交され面目を施して居りました。それでアンシユツツ

Anschutzも豆fヤソレド Borcha1・A も其の他の人々も退場しましたので、私は空虚にな

った舎場にJ感慨の深い別れを脅げて師りました。

或時空教授の臨床を見l亡参りました時丁度伊太利の留師国が4・50人やって来て、ザ氏は

その人達を前にしながら、例の Thorakoplrrstikを行った也者や、無食堕食療法を行った患

者を出して色k 設明した奉句「無食盟食療法は肺結核にほ利かない様である。だから肺結

核に針しては Thorakoplastikを行ふのだ。」と言って居り ました。とれなεは自ら矛と盾

とを同時に買って居る様な ものであります。じっと聴いて居ると一寸可笑しくなります。

一関空数授の Thornkoplastik なる手術は決して Plastikで無〈．その癒ったと云ふ

ものは皆胸r.;r；、鴨形t亡醜患な費形を来して居ります。むしろ Thけ1・：t'Czersb注ungと言ふの

が受賞であらうと思ひます。とれば御承知の通り結桜肺を癌用IC蹄せしめるのであって

P..estitutio ad integrumを理想とする治療本来の主旨lて叶って居らぬものであります。

杭核肺を萎縮させて唆用に師せしむる事は結収腎、結核問、結核開節等を切り取ったりな

どするのと同一でそれが『治癒』だとは申されません。此の勃から云へば今後どの様にな
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るかは不明で・ありますが、大津助教授が最近肺結核治療の岱に胸部交感神経節を除去した

のは治療の目的が積極的で誠に合理的で・あると考へます。併しとれば十分批評的l亡進んで

行かねばなりません。またヱi王座開胸術が出来ますから胸呼Iiを開き結核肺を露出し胸膜を清

拭し丁度腹膜結核に釘する外科手術と同様に底理して治癒を企てるととも試みて渋るべき

ものと考へます。とれは同一患者に二度でも三度でも行ってよいと考へます。

その他で目につきました事はドイツでは「リパノール」を使って居ない事です。使用して

居るのは昇宋が多くて「リパノール」などはドイツが圏外に出すための製品かも知れませ

ん。

叉、胃腸吻合は VordereAnastomoseを盛んにやって居りますが．之れは Hackerの

方法は Mesocolonを突いたり共の跡始末をしたりするのに時間がかかるからであります。

此の胃腸吻合の際 Hacker民法を行ふ時lご．若し胃切除部が大きかったり．叉胃が萎縮

したりして居る時には Mesocolon の Schlitz を如何にして閉鎖するかが弘等の年来の

問題の一つでありますので、私はとの賠を l!,rankfurt a. l¥I. 外科を訪問した際に Fi-

sch er lとたづねて見ましたが、彼は判然とした返事を奥へて呉れませんでした。印ち未

だ此の鮎を考へて居ないのです。とれは今後の研究に待つべきだろうと思ひます。

エンダーレン Enclerlen門下は「ゴム」の手袋を用ゐて居りません。

ドイツの・製生は飴り勉強しない様です＝一日本の・堅生の方が遣に勉強し、よく物を知っ

て居ります。 彼等は各大壊を度り歩く lこ嘗つては、冬なれば「ウインタ｛、スポーツ」の

出来さうな土地iこるるた墜と云ふ様lこして選みますのですが、 i皐l.生時代re好成韻を目的l乙

奨勉強する人をば制reberと構して流し目に見る様です。しかし一度字業しますと、賢に

よく着々と、どっしりと勉強して参る様です。との鞘は日本の醤製生と異る様で、叉、障

者になれば所謂I食ひはぐれが無しに何とかなるだろうと云ふ様な考へで留壌を勉強するも

のは少く．皆撃をやり文率を、哲墜をやると云ふ人が多いのでありまして、之も日本と異

って居る様でまうります。

訟は10月26日にベルリンを出護じてシベリアを一路日本へ蹄って参りましたが．汽車の

乗換えを利用してモスコウに下車し7時間許り居り病院もーケ所観ました。

モスコウは今物質に依乏して居る様子で、日本の大使館員の夫人が洗濯石鹸が手に入ら

ないで‘困ると云って居られたので私のものを差し上げたのでしたが、大使館員が之ですか

ら、況んや一般の人々は困って居るだろうと忠びます。汽車の中でロシアの軍人に舎ひと

れに封する意見を聞きますと「もう 5年たてば柴になる」と云ふ返事でした。つまり石鹸や

帽子や、靴や、羅紗などを製唾する機峨主目下買って居るのだそうです。汽車の食糧は勿論

依乏して居たのですが．私共はベルリンを出設する時、10日分。糧食を背嚢につめて参りま
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世日決定事Jftkノ如シ

(1）舎則ノ決定

本千戸、子；；川勝拍：｛主ノ外科皆師ノ親睦JJ;）抗第 1i阪

本合ハ脊川l院外干・1・JLi炎合ト栴ス。第2n条
合員タルベキ者ハ本l隙：（F.tt:ノ闇師＝シテ本合 J目的＝賛同スルモノトス。

本合へ入i旦合セントスルモノハ現住所却IA＇，ヲ記シテ ..i ~合々長＝！百IH ズ可シn

第31際

第4n条
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第51~伝 ぶ合ハ合長 1 名常任幹事 1 名！：＇~＇事苦 1·－名ヲ置ク。

第 6'ii長舎長ハ集合＝於テ合員中ヨリ合員之レヲ互選γ常任幹事及幹事ハ合長之レヲIJ£j

託ス。共仔l山ハ合！とi;;;fI-1;1；＇事；千 2ヶ年j：小事ハイl土ケ年トスf旦シ重任ヲ妨ヂス。

品7U条 本合々員ハ合費トシテ毎年金 3 閏 7＇ ~1~附スルモノトス。

第8僚集合ハ毎年春秋2回トシ間合地ハ其都度之レヲ定ム。

第911康 民主7ハ主トシテ座談的合合トシ奮ツテ出演スルコト。

第10峠＊規則中修正吉シクパ改正ノ要アルトキハ集合＝於テえレヲJ.::l-L.ス。

(2）合則＝依］＼，役員選事

（イ〉合 長村一I：謙次郎氏

（ロ）常ff1：小事京！京日英氏

（ハ）幹 事石本佐 ~r（氏、 i字国肱也氏

；日日次回開合地ハ多立ジと＝依リ高松市ト定マリ出席者一同紀怠iJ1U'.J後間j草ナルタ餐ヲ共－

エシWik談裡＝午後T時散含セ人

前日合員24名中出席者19名ナリキ。合員ハ下ノ如シ。

香川l院外科集談合々員住所氏名銭 （イロハII国）

仲多度郡琴平町 宥 崎 語 介

高松市二番町 石 本 佐 吉

大川郡長尾町 大 石 徳

高松市赤十字1fit支部病院外科 大 島 松

高松市一番町 大森 吉五郎

丸亀市中央病院外科 岡 本 繁

丸亀市通町 166 吉田 美宗 利

高松市古新町紀念病院外科 田 中 達

高松市稲田町 主t 下 ＇＝にaコZ' 手c
木田郡排踏村 鶴 身 Jf語 太

丸亀市西平山町 1245 S同 島 一一 蔵一

高松市赤十字社支部病院外科 村上 徳 太 郎

高松市天神前 141 村上 謙共郎

高松市百聞町 9 '{' 田 肱 治

高松市高松病院外科 松 rt~ 俊 久

高松市赤十字社支部病院外科 前 田 道 虫、



l:W 日本外科費面 第八巻 第一波

香川郡鷺町村 前 回 草子 H~ 

綾歌郡陶付 罰百 家 惇

三豊郡担音寺町 西 中東 千

仲多度郡善通寺町:4＞：郷通 古 本 ，でじt-・ 朗

高松市西新通町 34 朝 倉 大 亡JI

小豆郡草壁町 秋 国 義 宅＂＇~

大川郡引田町 2270 榊 原 省、 三c丘~ 

高松市赤十字社支部病院外科 茸ミ 原 ~I 英

昭和＇ 5年12月調（24名）

第一回香川勝外科集談禽記事

曾則民主 8｛傑＝｛火リ昭事u5年11月9日午後2時50分、高松市古車riar讃JI皮曾館＝於テ秋期外

利集談合ヲ開催ス。

決議事項

(1）弐回開倉地、丸f也市

(2）次合心事、 ＠／， ~H!J三蔵氏、吉田英等利氏．岡本繁氏

(B）吉間英苓利氏ノ：喪意＝依リ 合員ノ！蓋弔＝際シ本合ヨリ共ノ意ヲ表スルコトエ決ス。

前日講演者氏名及講演概要

(1）興味アル手術例ト題シ品慌突起抽出手術＝際シ腸管~'ff頓及腹腔内潜在幸丸＝遭遇セ

）＼，話ヲナス。 場崎謹介君

(2）パセドウ氏病治験3例エ就イテ

大島松一君

本疾患＝際シ甲駅腺摘出後竺ぞ土竺三放射ヲ行ヒテ得シ治験例3ツヲ示ス。

¥3）三叉市11経痛＝際シ卵国孔内酒精注射療法＝就イテ

村上徳太郎君

詰注射療法＝依ル治験仔1]3ツヲ示シ本法ノ有効ナルコトヲ詑ク此レ＝封、ン本法施行後

雨限ヲ約1週間被蓋スルトノ報告アルガ如何トノ質問出ズ（問中達氏〉又潤乙ノピー Jレ

氏「クリェツク」ュ於テマルチン敬授ガ本疾患、ユ封シ 2%「ノボカイン」注射ヲ行ツテ居

タガ｝；£.フ様ナ効果ガ無カツタ様デアツタトノ迫力日有リ（吉田美誇利氏）

(4）臨床上＝於ケJレ2-3ノ：失敗談
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浮間肱遺君

開業盤ガ頭部娠痕整形手術＝際シ拡待遇リノ整形的ノ結果ガ生ジナカツタ場合l'!.P失敗

＝蹄シタルガ如キ場合ハ賓＝宮地家トシテ非常＝不面白ヲ蒙ル。叉自分ハ今日迄多数

ノ刺減患者ヲ取扱ツテ来タガ極ク少数例＝於テ摘出失敗＝師シタ事ガアツタガ此等毛

開業鴎トシテ大イ＝名聾ヲ失陵スル事件ヂ吾々ノ注意スベキ事也ト設ク。

(5) 穿孔性腹膜炎ト誤診セル子宮外雄娠＝就イテ

松浦俊久君

第一印象＝於テ穿孔性腹膜炎ト決定シテ開腹手術ヲ行ヒシ＝子宮外推娠破裂＝遭遇セシ

症例ヲ詳述γ診療＝際シテハ解リ切ツタ事デハアルガ綜合的検索及詳細ナル強診ヲ要スル

ト詮ク此レ＝封シ吾等酢也家ハ同様ナル失敗例多々有リト副日有リタリハ（岩崎謹介氏、秋

岡義彰氏、村上諌女郎氏、田中達氏〉

(6) 開腹術ヲ施行セル勝臓壊死ノ 3例＝就イテ

前田道忠君

本病ノ開腹手術セル3例ヲ詳述シ文献例ハ何レモ白血球増多就中多形接白血球増多症ヲ

来セルガ此等3例中 1例ハ白血球減少及多形核白血球増多ヲ示シ前者＝於テハ文献例ト相

j支シテ居ルハ大イ＝興味アル現象ナリト述べ本疾患＝際シテハ出来得ル限リ早期＝開fl,¥f手

術スベキモノナリト結論ヲナス。

(7) 腹腔臓器内＝於ケル膜下異物

－東原昌英君

約12糎ノ綿棒ガ鴨下＝依リ十二指腸内＝介在セルヲ開腹手術＝依リ摘出治療セル例症ヲ

詳述ス。此レ＝封シ魚骨．西瓜ノ費等ガ日工門内＝大ナル腫物トナリテ介在セル例症（岩崎

語介氏）魚、骨ノミヨリナJv栗刺Wtノ日工門内異物例（秋田義彰氏、繭家俸氏〕ノ温加有リタ

惟フ＝香川鯨外科集談舎ハ全牒下ノ有力ナル外fl・皆ヲ網羅シ、舎員諸氏ノ熱心ト民撃ナ

ル態度＝ヨリ其目的＝向ツテ一致協力精進シツ、アルR犬態ナリ。（常｛一下t昨事東原昌英氏記）

干号々ハ香川！降、外科集談合ノ成立ヲ祝シ、近畿外科・集談合（現布ハ近畿外科皐合〉創ii"?＇.賞時

ヲ願し此ノi撃舎号亦年々歳々竪賓ナル設建ヲ還ゲテ行クコトヲ確信シマス。
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藤浪f尊士還暦記念事業方法きまる

i＠般還暦＝主主セラレ f1＇.］地＝就力レタノレ病理，rf.'~土＋nz：て，n；監防士ノ辺府l記念事業ノ、左記ノ方法

二ヨルコト＝ナツタ n

A有志ヨリ三闘宛ノ政金ヲ募集m受附ノ、本年三月末迄

A博士／行｛象二而ヲ製シーハ博士、ーノ、l陸製部＝寄贈

A博士二記念品ヲ贈呈（選揮ノ、賀行委tl＂＂ー任〉


